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研究成果の概要（和文）： 
	
 視空間に存在するオブジェクトは、それぞれが意味的な情報を持っている。我々がオブ
ジェクトに対して注意を向け、情報の選択を行う際には、オブジェクトが持つ意味情報が
何らかの形で影響していると考えられる。本研究では、オブジェクトの意味情報と視覚的
注意による情報選択メカニズムの関係の一端について、実験心理学的なアプローチにより
検討した。研究成果の一部は『基礎心理学研究』誌に発表した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
Each object existing in visual space has semantic information. In this research, the 
relation between the semantic processing of visual objects and the selection 
mechanisms of visual attention was experimentally examined.  
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１．研究開始当初の背景	
 
	
 
（1）近年の視覚的注意の研究は、チェンジ
ブラインドネスのデモンストレーションが
顕著に示すように、外界の視覚情報が我々の
心内に安定的に表象されているのではなく、

時々刻々と、その都度に構成されては消える
ものであることを明らかにしてきた。他方、
ultra	
 rapid	
 categorizationの研究では、瞬
間的に提示された風景画像について、視覚的
注意を向ける前のごく早期の情報処理の段
階において、おおまかな概念的分類を行うこ
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とが可能であることも報告され、注目を集め
ている。これらの研究は、我々が視覚的注意
によって情報の取捨選択を行う以前の段階
で、まず外界の視覚情報が既有の知識・概念
構造に基づいて心内に表象され、概念情報の
処理が早期に行われていることを示唆して
いる。視覚的注意が、情報の取捨選択を効率
的に行う適応的メカニズムであるとすれば、
このような概念情報の処理過程と無関係に
機能しているとは考えにくいことから、概念
情報と視覚的注意の関係について調べるこ
とを構想した。	
 
	
 
（2）視覚的注意には、行動の目標に応じて
外界からの視覚情報を取捨選択する役割が
ある。従来の研究では、必要な情報を選び取
る働き（促進処理）、不要な情報を捨てる働
き（抑制処理）の二つの側面について、それ
ぞれ知見が蓄積されている。このような背景
を踏まえ、本研究課題では、これら視覚的注
意の 2側面に対する概念情報の影響を明らか
にするため、先行提示探索（preview	
 search）
とオブジェクトベースの注意（object-based	
 
attention）の二つの実験パラダイムを用い
て検討を行うこととした。	
 
	
 
	
 
２．研究の目的	
 
	
 
（1）本研究の第一の目的は、先行提示探索
のパラダイム（Watson	
 &	
 Humphreys,	
 1997）
において概念情報の影響を検討することで
あった。先行提示探索の研究では、視覚探索
課題において妨害刺激の一部を先行して提
示した後、目標刺激を含む残りの刺激を追加
して提示すると、目標の探索が先行提示され
た妨害刺激の影響を受けないことが示され
ている（先行提示効果、preview	
 effect）。
すなわち、先行提示された妨害刺激に対して
抑制処理が生じ、後続提示された刺激のみの
中から探索が行われることが分かっている。
さらに、先行提示された妨害刺激と後続提示
された目標刺激が知覚的特徴を共有してい
る場合には、抑制処理が後続刺激へと転移し、
先行提示効果が弱まる現象（負の持ち越し、
negative	
 carryover）も報告されている。概
念的関連性に基づいて個々の妨害刺激が空
間内で群化され、抑制処理が広がるならば、
先行提示された妨害刺激と後続提示された
目標刺激が同じカテゴリに属する場合に負
の持ち越しが生じることが予想される。研究
1 では、この予想を実験的に確認することを
目的とした。	
 
	
 
（2）オブジェクトベースの注意の研究では、
視覚的注意による促進処理がオブジェクト
を単位として広がり、同一オブジェクト内に

提示された目標刺激の検出が異なるオブジ
ェクト内に提示された場合よりも速くなる
ことが示されてきた（同オブジェクト効果、
same-object	
 effect）。本研究の第二の目的
は、同オブジェクト効果の実験パラダイム
（Egly,	
 Driver,	
 &	
 Rafal,	
 1994）を応用し、
視覚的注意による促進処理が概念的関連性
をもつオブジェクト間にまたがって広がる
可能性を検討することであった。視覚的注意
によって情報の選択が行われる前の段階で、
外界のオブジェクトの概念的処理が成立し
ているならば、同じカテゴリに属するオブジ
ェクトどうしが空間内で群化され、それらに
またがる形で視覚的注意による促進処理が
広がり、同オブジェクト効果に類似した効果
が得られることが予想される。研究 2 では、
この予想を実験的に確認することを目的と
した。	
 
	
 
	
 
３．研究の方法	
 
	
 
（1）研究 1 では、日常的なオブジェクト（動
物・家具）を刺激として使用し、先行提示探
索のパラダイムによる視覚探索実験を行っ
た。このパラダイムでは、図 1 に例を示した
ように、刺激の半数（妨害刺激）が先に提示
された後、目標刺激を含む残りの刺激が追加
提示される。実験参加者の課題は、画面の中
に 1個だけ異なる目標刺激が存在するか否か
を判断することである。	
 
	
 

	
 

図 1	
 研究 1 で使用した刺激の例	
 
	
 
	
 本研究では、先行提示された妨害刺激と後
続提示された目標刺激が概念的関連性を持
つ場合に負の持ち越しが生じるという予想
を確認するため、先行刺激と目標刺激のカテ
ゴリの異同を操作した。すなわち、先行刺激
と目標刺激のカテゴリが同じである条件（動
物-動物、家具-家具）と異なる条件（動物-
家具、家具-動物）を設け、探索時間を比較
した。	
 
	
 また、先行提示効果の生起を確認するため、
刺激の半数ずつを分割して提示する先行提
示条件（上述）に加えて、全ての刺激を同時



に提示する全要素条件も設けて比較した。そ
の他、細かい条件を変化させ、いくつかの実
験を行った。	
 
	
 
（2）研究 2 でも日常的なオブジェクトを刺
激として使用し、同オブジェクト効果のパラ
ダイムを応用した実験を行った。図 2 に刺激
の例を示したように、このパラダイムでは、
まず画面上の 4箇所にオブジェクトが提示さ
れた後、その中の 1 箇所に手がかりが短時間
提示され（枠が輝く）、その直後に目標刺激
が提示される。実験参加者の課題は、目標刺
激が提示されたら出来る限り速くキーを押
して反応することである（目標刺激は提示さ
れない場合もある）。	
 
	
 

	
 

図 2	
 研究 2 で使用した刺激の例	
 
	
 
	
 本研究では、同じカテゴリに属するオブジ
ェクトどうしが群化され、それらにまたがる
形で視覚的注意による促進処理が広がり、同
オブジェクト効果に類した効果が得られる
という予想を確認するため、手がかりと目標
刺激が提示されるオブジェクト間の関連性
を操作した。すなわち、目標刺激が手がかり
とは異なるオブジェクトに提示される場合
（Invalid＝無効条件）について、手がかり
と目標刺激のカテゴリが同じである条件（図
2 の中央：Invalid-same	
 category条件）と、
異なる条件（図 2 の右：Invalid-different	
 
category 条件）を設け、反応時間を比較した。	
 
	
 なお、手がかりの有効性を確認するため、
目標刺激が手がかりと同じオブジェクトに
提示される場合（図 2 の左：Valid＝有効条
件）も設けて比較した。その他、細かい条件
を変化させ、いくつかの実験を行った。	
 
	
 
	
 

４．研究成果	
 
	
 
（1）研究 1 では、まず、日常的なオブジェ
クトを用いた場合にも先行提示効果が生じ
ることが確認された。国内外の先行研究では
主に英文字が用いられてきたが、本研究の結
果、複雑な形状をもつオブジェクトを用いて
も先行提示効果が生じたことから、この現象
が刺激の具体性・複雑性に関わらず生じる
ことが明らかになった。	
 
	
 さらに、実験参加者が目標刺激のカテゴリ
を予測できない状況では、先行刺激と目標刺
激のカテゴリが同じである条件の方が、異な
る条件よりも反応時間が長くなった。すなわ
ち、カテゴリに基づいて負の持ち越しが生じ
ることが示された。また、実験参加者が目標
刺激のカテゴリを予測できる状況であって
も、先行刺激の提示時間を長くした場合には
カテゴリに基づいて負の持ち越しが生じる
ことも示唆された。	
 
	
 過去の研究（Braithwaite,	
 Humphreys,	
 &	
 
Hodsoll,	
 2003）では、先行刺激と目標刺激
の色が同じである場合に負の持ち越しが生
じることが報告されているが、本研究は、色
に限らず、カテゴリに基づいても負の持ち越
しが生じる可能性を初めて報告した点で意
義があり、その一部は『基礎心理学研究』誌
に掲載された。ただし、本研究で刺激として
用いたオブジェクトに関しては、カテゴリ間
（動物・家具）における形態的な差異（曲線
的か直線的かの相違）が統制されていなかっ
た。それゆえ、本研究において得られた負の
持ち越しが、概念レベルでの抑制処理に基づ
く結果ではなく、形態レベルでの抑制処理に
起因している可能性もあり、今後の検討課題
として残された。	
 
	
 
（2）研究 2 では、有効条件の方が無効条件
よりも反応時間が速くなるという結果は得
られたが、2 種類の無効条件（Invalid-same	
 
category と Invalid-different	
 category	
 の
2 条件）の間では、統計的に有意な反応時間
の差は一貫して認められなかった。つまり、
同オブジェクト効果に類した結果を得るこ
とはできなかった。	
 
	
 このことから、同じカテゴリに属するオブ
ジェクトどうしが空間内で群化され、それら
にまたがる形で視覚的注意による促進処理
が広がるという仮説は支持されなかった。た
だし、本研究では黒い背景に白で描かれた線
画を使用しており、それらが中心視野から離
れた位置に提示されたことから、オブジェク
トとしての視認性が低かった可能性も考え
られる。今後は、視認性を高めた刺激を用い
て検討することが課題である。	
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